
一

（
三
七
七
）

（
第
二
十
部
）

第
二
百
十
回

国　
　
　
会

参
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号

令
和
四
年
十
一
月
二
日（
水
曜
日
）

　
　
　
午
前
十
時
開
会

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

　
　
　
　
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川　
俊
治
君

　
　
　
　
理　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井　
正
弘
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田　
昌
司
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
嘉
奈
津
美
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
井　
　
巌
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川　
大
我
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
合　
正
明
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井　
　
章
君

　
　
　
　
委　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
月　
良
祐
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
　
啓
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田　
　
宏
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
峯　
　
誠
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡　
資
麿
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井　
一
博
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
立　
昇
治
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
川　
る
い
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下　
新
平
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦　
　
靖
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
屋　
　
宏
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
雄
平
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷　
裕
人
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西　
洋
之
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀　
千
景
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
口　
治
子
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
屋　
　
隆
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
孝
江
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉　
　

武
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本　
博
司
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山　
大
介
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
き
よ
し
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　
孝
恵
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
野　
喜
史
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上　
哲
士
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
芳
生
君

　
　
　
国
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣　
　
　
　
　
寺
田　
　
稔
君

　
　
　
副
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
総
務
副
大
臣　
　
　
　
尾
身　
朝
子
君

　
　
　
大
臣
政
務
官

　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
政
務
官　
　
中
川　
貴
元
君

　
　
　
事
務
局
側

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会
専
門

　
　
　
　
　
　
　
員　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
研
資
君

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会
専
門

　
　
　
　
　
　
　
員　
　
　
　
　
　
　
　

保
田
正
志
君

　
　
　
政
府
参
考
人

　
　
　
　
　
　
　
警
察
庁
刑
事
局
長　
　
大
賀　
眞
一
君

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
　
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す
る
件

○
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査

　
（
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
執
行
状
況
及

　
び
選
挙
違
反
取
締
状
況
に
関
す
る
件
）

○
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等

　
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院

　
送
付
）

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
た
だ
い
ま
か
ら
政
治
倫
理
の

確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
開
会
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
際
、
寺
田
総
務
大
臣
、
尾
身
総
務
副
大
臣
及
び
中

川
総
務
大
臣
政
務
官
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
寺
田
総
務
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
寺
田
稔
君
）　
総
務
大
臣
の
寺
田
稔
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
公
正
か
つ
明
る
い
選
挙
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
、
副
大

臣
、
大
臣
政
務
官
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
古
川
委
員
長
を
始
め
理
事
、
ま
た
委

員
の
先
生
方
の
御
指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
尾
身
総
務
副
大
臣
。

○
副
大
臣（
尾
身
朝
子
君
）　
総
務
副
大
臣
の
尾
身
朝
子
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
寺
田
大
臣
を
補
佐
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
古
川
委
員
長
を
始
め
理
事
、
委
員
の
皆
様
方
の
格
段

の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
中
川
総
務
大
臣
政
務
官
。

○
大
臣
政
務
官（
中
川
貴
元
君
）　
総
務
大
臣
政
務
官
の
中

川
貴
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
寺
田
大
臣
、
ま
た
尾
身
副
大
臣
を
補
佐
し
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
古
川
委
員
長
を
始
め
理
事
、

委
員
の
先
生
方
の
格
段
の
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査
の
た

め
、
必
要
に
応
じ
政
府
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
と

し
、
そ
の
手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
委
員
長
に
御

一
任
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。

　
　
　
〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ

う
取
り
計
ら
い
ま
す
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙

制
度
に
関
す
る
調
査
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
七
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
執
行
状
況
及
び
選
挙
違
反
取
締
り
状
況
に
つ

き
ま
し
て
、
順
次
政
府
か
ら
報
告
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。

寺
田
総
務
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
寺
田
稔
君
）　
こ
の
機
会
に
、
第
二
十
六
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
御
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
七
月
の
十
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
第
二
十
六

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
同
年
七
月
二
十
五
日
の
参

議
院
議
員
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
通
常
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
い
た
し
ま
し
た
。

　
有
権
者
が
安
心
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

投
票
所
等
で
は
、
消
毒
液
の
設
置
、
換
気
の
徹
底
な
ど
の

感
染
症
対
策
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
有
権
者
に
お
知
ら

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



二

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】

る
法
律
案
の
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

　
政
府
か
ら
順
次
趣
旨
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
寺
田

総
務
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
寺
田
稔
君
）　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案

及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
そ
の

提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
案
は
、
全
国
多
数
の
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
又
は
長
の
任
期
が
令
和
五
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で

の
間
に
満
了
す
る
こ
と
と
な
る
実
情
に
鑑
み
、
国
民
の
地

方
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

選
挙
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図
る
た
め
、
選
挙
の

期
日
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
う
公
職
選
挙
法

の
特
例
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
に
、
令
和
五
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
任
期

が
満
了
す
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選

挙
等
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
九
十
日
特
例
の
規
定
に
よ
る

場
合
等
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
選
挙
の
期
日
を
、

都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
の
選
挙
に
あ
っ
て
は
令
和
五
年

四
月
の
九
日
、
指
定
都
市
以
外
の
市
、
町
村
及
び
特
別
区

の
選
挙
に
あ
っ
て
は
同
月
二
十
三
日
に
統
一
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
に
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
選
挙
の
候
補
者

と
な
っ
た
者
は
、
関
係
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
市
区
町

村
の
選
挙
又
は
市
区
町
村
の
選
挙
と
同
日
に
行
わ
れ
る
衆

議
院
議
員
若
し
く
は
参
議
院
議
員
の
補
欠
選
挙
等
の
候
補

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
、
寄
附
等

の
禁
止
期
間
を
選
挙
の
期
日
の
九
十
日
前
か
ら
当
該
選
挙

の
期
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
こ
と
等
、
必
要
な
特
例
を
設

二
・
〇
八
％
、
参
政
党
三
・
八
〇
％
、
諸
派
・
無
所
属
一

〇
・
〇
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
御
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
大
賀
警
察
庁
刑
事
局
長
。

○
政
府
参
考
人（
大
賀
眞
一
君
）　
令
和
四
年
七
月
十
日
に

行
わ
れ
た
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る

違
反
行
為
の
取
締
り
状
況
に
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

　
選
挙
期
日
後
九
十
日
の
令
和
四
年
十
月
八
日
現
在
で
集

計
し
ま
し
た
数
字
は
、
お
手
元
に
資
料
と
し
て
お
配
り
し

て
あ
り
ま
す
表
に
示
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
検
挙
状
況
は
、
総
数
で
五
十
三
件
、
五
十
九
人
と
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
前
回
の
通
常
選
挙
に
お
け
る
同
時
期
の

四
十
七
件
、
五
十
九
人
と
比
べ
ま
す
と
、
件
数
は
六
件
増

加
し
、
人
員
は
同
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
罪
種
別
に
申
し
ま
す
と
、
買
収
六
件
、
七
人
、
自
由
妨

害
十
七
件
、
十
四
人
、
文
書
違
反
六
件
、
十
人
、
投
票
干

渉
九
件
、
十
人
、
詐
偽
投
票
五
件
、
七
人
、
そ
の
他
十

件
、
十
一
人
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
自
由
妨
害
が
検
挙

事
件
の
う
ち
件
数
で
三
二
・
一
％
、
人
員
で
二
三
・
七
％

を
占
め
、
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
警
告
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
総
数
が
千
百

五
十
一
件
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
前
回
の
千
二
百
五
十
九
件

と
比
べ
百
八
件
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
警
告
事
案
の
ほ
と
ん
ど
は
文
書
関
係
の
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
総
件
数
の
九
四
・
五
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
以
上
で
報
告
の
聴
取
は
終
わ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案

及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す

　
比
例
代
表
選
挙
及
び
選
挙
区
選
挙
の
合
計
の
候
補
者
数

は
五
百
四
十
五
人
で
、
前
回
の
三
百
七
十
人
に
比
べ
百
七

十
五
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
当
選
人
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
党
派
別
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
自
由
民
主
党
は
比
例
代

表
選
挙
で
十
八
人
、
選
挙
区
選
挙
で
四
十
五
人
、
合
計
六

十
三
人
、
立
憲
民
主
党
は
比
例
代
表
選
挙
で
七
人
、
選
挙

区
選
挙
で
十
人
、
合
計
十
七
人
、
公
明
党
は
比
例
代
表
選

挙
で
六
人
、
選
挙
区
選
挙
で
七
人
、
合
計
十
三
人
、
日
本

維
新
の
会
は
比
例
代
表
選
挙
で
八
人
、
選
挙
区
選
挙
で
四

人
、
合
計
十
二
人
、
国
民
民
主
党
は
比
例
代
表
選
挙
で
三

人
、
選
挙
区
選
挙
で
二
人
、
合
計
五
人
、
日
本
共
産
党
は

比
例
代
表
選
挙
で
三
人
、
選
挙
区
選
挙
で
一
人
、
合
計
四

人
、
れ
い
わ
新
選
組
は
比
例
代
表
選
挙
で
二
人
、
選
挙
区

選
挙
で
一
人
、
合
計
三
人
、
社
会
民
主
党
は
比
例
代
表
選

挙
で
一
人
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
は
比
例
代
表
選
挙
で
一
人
、
参
政

党
は
比
例
代
表
選
挙
で
一
人
、
無
所
属
は
選
挙
区
選
挙
で

五
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
女
性
の
当
選
人
は
三
十
五
人
で
、
前
回
に
比
べ

七
人
増
加
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
党
派
別
の
得
票
率
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
自
由
民
主
党
三
四
・
四
三
％
、

立
憲
民
主
党
一
二
・
七
七
％
、
公
明
党
一
一
・
六
六
％
、

日
本
維
新
の
会
一
四
・
八
〇
％
、
国
民
民
主
党
五
・
九
六

％
、
日
本
共
産
党
六
・
八
二
％
、
れ
い
わ
新
選
組
四
・
三

七
％
、
社
会
民
主
党
二
・
三
七
％
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
二
・
三
六

％
、
参
政
党
三
・
三
三
％
、
そ
の
他
の
五
政
党
合
わ
せ
て

一
・
一
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
挙
区
選
挙
で
は
、
自
由
民
主
党
三
八
・
七
四

％
、
立
憲
民
主
党
一
五
・
三
三
％
、
公
明
党
六
・
七
七

％
、
日
本
維
新
の
会
一
〇
・
四
一
％
、
国
民
民
主
党
三
・

八
三
％
、
日
本
共
産
党
六
・
八
四
％
、
れ
い
わ
新
選
組

一
・
八
六
％
、
社
会
民
主
党
〇
・
三
四
％
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党

せ
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
等
の
特
例
郵
便
等
投
票
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
を

説
明
す
る
動
画
、
啓
発
素
材
な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
な

周
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
選
挙
期
間
中
に
起
き
た
安
倍
元
総
理
銃

撃
事
件
の
発
生
を
踏
ま
え
、
全
国
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

対
し
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
際
の
警
察
を
含
め
た
関
係

機
関
と
連
絡
体
制
を
構
築
、
確
認
す
る
と
と
も
に
、
投
開

票
事
務
の
停
滞
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
こ

と
を
要
請
し
、
各
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
公
正
な
選
挙
の
執
行
に
努
め
て
い
た
だ

い
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
は
、
比
例
代
表
選
挙
で
五
十

人
、
選
挙
区
選
挙
で
七
十
四
人
に
加
え
、
神
奈
川
県
選
挙

区
に
お
い
て
一
人
欠
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

欠
員
分
の
補
欠
選
挙
が
合
併
し
て
行
わ
れ
、
合
計
百
二
十

五
人
で
し
た
。

　
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
約
一
億
五
百
二
万
人
で
、
前

回
に
比
べ
約
八
十
七
万
人
減
少
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
投
票
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
投
票
率
は
、
選
挙
区
選
挙
で
五
二
・
〇
五
％
と
な
り
、

前
回
に
比
べ
三
・
二
五
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
八
歳
、
十
九
歳
の
有
権
者
の
投
票
率
は
三

五
・
四
二
％
と
な
り
、
前
回
に
比
べ
三
・
一
四
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

　
期
日
前
投
票
者
数
は
約
千
九
百
六
十
一
万
人
で
、
投
票

者
数
に
占
め
る
期
日
前
投
票
者
数
の
割
合
は
三
五
・
八
八

％
で
し
た
。

　
次
に
、
立
候
補
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
は
、
名
簿
を
届
け
出
た
政
党

は
十
五
政
党
、
そ
の
届
出
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
候
補
者
数

は
百
七
十
八
人
で
、
競
争
率
は
三
・
五
六
倍
で
し
た
。

　
選
挙
区
選
挙
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
数
は
三
百
六
十
七

人
で
、
競
争
率
は
四
・
八
九
倍
で
し
た
。



三

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】

を
し
な
い
で
投
票
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
に
、
洋
上
投
票
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
ま
す
。

　
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
等
に
乗
船
中
の
船

員
等
が
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
の
通
常

選
挙
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置

を
用
い
る
投
票
方
法
で
あ
る
洋
上
投
票
等
に
つ
い
て
、
国

民
審
査
に
つ
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
第
三
に
、
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の
氏
名
及
び
告
示

番
号
の
周
知
等
に
係
る
規
定
の
整
備
、
開
票
立
会
人
の
選

任
に
係
る
規
定
の
整
備
、
審
査
分
会
立
会
人
及
び
審
査
立

会
人
の
選
任
要
件
の
緩
和
、
投
票
等
の
保
存
に
関
す
る
事

務
の
合
理
化
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要

で
あ
り
ま
す
。

　
何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
長（
古
川
俊
治
君
）　
以
上
で
両
案
の
趣
旨
説
明
の

聴
取
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
両
案
に
対
す
る
質
疑
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
日

は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
午
前
十
時
十
六
分
散
会

　
　
　
　
　
─
─
─
─
・
─
─
─
─

十
一
月
一
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

　
一
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期

　
　
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案

　
一
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
法
律
案

　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

け
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要

で
あ
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由

及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
案
は
、
国
外
に
居
住
し
て
い
る
国
民
の
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
お
け
る
審
査
権
行
使
の
機
会

を
保
障
す
る
た
め
、
在
外
投
票
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶
等
に
乗
船
中
の

船
員
等
の
審
査
の
投
票
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
洋
上

投
票
等
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
に
、
在
外
投
票
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
ま
す
。

　
国
民
審
査
に
つ
い
て
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
審
査
人
に
よ
る
投
票
を
可
能
と
し
、
在
外
選
挙
と

同
様
、
在
外
公
館
等
に
お
け
る
在
外
投
票
、
郵
便
等
に
よ

る
在
外
投
票
及
び
国
内
に
お
け
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
投
票
用
紙
に
は
、
点
字
に
よ
る
審
査
の
投
票
に
用
い
る

も
の
を
除
き
、
一
か
ら
十
五
ま
で
の
数
字
を
印
刷
す
る
と

と
も
に
、
当
該
数
字
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
バ
ツ
の
記
号

を
記
載
す
る
欄
を
設
け
、
中
央
選
挙
管
理
会
は
、
審
査
の

告
示
の
際
に
、
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の
氏
名
の
告
示

順
序
を
示
す
番
号
を
告
示
す
る
こ
と
と
し
、
審
査
人
は
、

罷
免
を
可
と
す
る
裁
判
官
に
つ
い
て
は
投
票
用
紙
に
印
刷

さ
れ
た
数
字
の
う
ち
当
該
裁
判
官
に
係
る
告
示
番
号
に
相

当
す
る
も
の
に
対
す
る
記
載
欄
に
自
ら
バ
ツ
の
記
号
を
記

載
し
、
罷
免
を
可
と
し
な
い
裁
判
官
に
つ
い
て
は
投
票
用

紙
に
印
刷
さ
れ
た
数
字
の
う
ち
当
該
裁
判
官
に
係
る
告
示

番
号
に
相
当
す
る
も
の
に
対
す
る
記
載
欄
に
何
ら
の
記
載



四

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



五

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



六

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



七

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



八

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



九

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



一
〇

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】



一
一

第
二
十
部　
　
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
二
号　
令
和
四
年
十
一
月
二
日　
【
参
議
院
】

令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日
作
成　
参
議
院
事
務
局　
作
成
者　
第
一
法
規
株
式
会
社


